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研究成果の概要（和文）：本研究では、グループ情報を正確にかつ安全に把握するため、ルーテ

ィング、セキュリティ、移動モデル、自己組織型送信間隔制御および送信電力制御に関する新

しい要素技術を提案し、グループ活動の見守りに適用可能なモバイルアドホックネットワーク

技術を開拓した。また、その実現性を示すため、Android を OS として搭載した携帯端末を用

いた新世代グループ活動見守りシステムを開発し、国際会議、国内研究会、展示会で技術展示

を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：In order to obtain group information precisely and securely, this 
research has proposed novel elemental technologies on routing, security, mobility model, 
and self-organized transmission interval and power controls and has broken new ground 
with mobile ad hoc network technologies that are applicable to group activities tracking 
systems.  Furthermore, in order to show their feasibility, this research has developed a 
new generation group activities tracking system with Android OS and demonstrated it in 
international conferences, domestic technical meetings and exhibitions. 
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１．研究開始当初の背景 
グループ活動には、学校の登下校、野外活動、
旅行会社の団体旅行等、多種多様である。学
内外での教育活動中にすべての児童が安全
に活動しているかどうか等、確認を行う必要
がある。また、一定数以上の参加者で構成す

るグループがまとまって行動する団体旅行
等では、旅行会社の引率者はすべての参加者
が安全かどうか確認を取りながら移動して
いる。このように、グループ活動においてグ
ループメンバーの安否等の行動状況や状態
を確認することは必須の機能である。 

機関番号：２５４０３ 

研究種目：基盤研究(B) 

研究期間：2009～2011   

課題番号：２１３０００２８ 

研究課題名（和文）グループ活動見守りシステムに適用可能なモバイルアドホックネットワー

ク技術 

                     

研究課題名（英文）Mobile Ad Hoc Network Technologies Applicable to Group Activities 

Tracking Systems 

 

研究代表者 

角田 良明（KAKUDA YOSHIAKI） 

広島市立大学・情報科学研究科・教授 

 研究者番号：40233671 

 
 



 

 

 しかしながら、グループ活動においてグル
ープメンバーの安否等の行動状況や状態を
確認する機能は、グループを構成するメンバ
ーが活発に動き回るほど、また、メンバー総
数が多くなるほど、それを実現することは困
難になっていく。これらの問題を解決するた
めに、研究代表者らは、平成 17 年度～平成
19 年度総務省戦略的情報通信研究開発推進
制度（SCOPE-C）において、スケーラビィリ
ティがあり、モバイル端末の移動速度の変化
に適応する、クラスタリング技術、ルーティ
ング技術等のモバイルアドホックネットワ
ーク技術を提案した。これらの技術の一部を
児童の登下校を見守る児童見守りシステム
の開発に応用した。また、総務省の地域児童
見守りシステムモデル事業の一つとして採
択された事業として、児童見守りシステムは
平成 19年 9月から 12月まで 400人を越える
児童を対象に広島市安芸区矢野南小学校学
区において実際に運用した。 
 
２．研究の目的 
本研究では、上述の見守りシステムの開発と
運用の経験を活かして、スケーラビィリティ
があり、セキュリティが高い、移動速度の変
化に適応できるなどの特徴を有する、グルー
プ活動の見守りに適用可能なモバイルアド
ホックネットワーク技術を開拓し、実際にシ
ステムを開発し、児童見守りシステム等に応
用することを研究目的とする。 
 
３．研究の方法 
平成２１年度には、モバイルアドホックネ

ットワークに関するクラスタリング技術、省
電力データ転送技術、セキュア通信技術、誤
登録経路修正技術等のグループ情報を正確
にかつ安全に把握するための各種要素技術
を提案する。これらを活用してグループ活動
の見守りアプリケーションソフトウェアを
試作後、シミュレーションによる評価ならび
に携帯端末への実装を行う。 
平成２２年度には、グループ情報を正確に

かつ安全に把握するための各種要素技術を
引き続き検討するとともに、周期的グループ
情報の活用により、見守りアプリケーション
ソフトウェアを実装する。それに基づいてグ
ループ活動の場所を特定しない環境におい
て適応可能なグループ活動見守りシステム
のプロトタイプを開発する。 

平成２3 年度には、Android 携帯端末で構
成するモバイルアドホックネットワークに
基づくグループ活動見守りシステムを開発
するとともに、グループ活動を表す新しい移
動モデルに基づいたシミュレーション実験
およびフィールド実験によりグループ活動
見守りシステムを評価する。 
 

４．研究成果 
(1) グループ情報を正確にかつ安全に把握す
るための各種要素技術 
①ルーティング：パケット衝突を軽減するた
めに順方向経路と逆方向経路が異なる局所的
な往復パスを用いるルーティング手法を提案
した。シミュレーション実験により、AODV と
比較してデータパケット到達数、応答パケッ
ト到達数が多く、スループットが向上できる
ことを確認している。 
②セキュリティ：グループ情報などの児童の見
守りに関するデータが外部に漏れることを避
けるため、複数経路に沿って見守り情報を秘
密分散法により分割して転送する手法を提案
した。 
③移動モデル：モバイルアドホックネットワ
ークを格子状に分割し、各格子内のノードの
場所や時間におけるノードの移動と密度を変
化させることができる移動モデルを提案する
とともに、それを実現するためのシミュレー
タを開発した。また、広島市児童見守りシス
テムの運用において得られた登下校データを
新しく提案した移動モデルに基づいたシミュ
レータに適用した結果、見守りサービスが有
効に働くことが確認できた。 
④自己組織型送信間隔制御：新しい移動モデ
ルにおける端末の移動速度の動的変化に対す
る送信間隔制御について検討した。端末の移
動速度の変化を単位時間あたりの端末間の隣
接関係の変化から推定し、これに適応して、
情報収集、経路構築のための制御パケットの
送信間隔を制御して、送信頻度を調整する。
これにより、端末の移動速度の高い環境での
リンク切断への対応速度を維持させたまま、
移動速度の低い環境での制御パケット抑制、
消費電力の節約を図ることができる自己組織
型送信間隔制御法を提案した。 
⑤自己組織型送信電力制御：新しい移動モデ
ルにおける端末の分布密度の動的変化に対
する送信電力制御について検討した。モバイ
ルアドホックネットワークでは、端末の分布
密度が端末の移動や端末の電源のオン、オフ
などによって逐一変化する。それに対し、電
波の送信電力、受信電力から近隣端末との端
末間距離を推定し、通信範囲内の端末数を一
定数に保つように送信電力を制御して、電波
の送信半径を調整する。これにより、電波の
送信範囲内の端末を常に一定数に保つこと
ができるため、端末の分布密度が高い場所で
のパケット衝突の頻度を抑え、消費電力の低
い通信を行うことができる自己組織型送信
電力制御法を提案した。 
 

(2) グループ活動見守りシステム 
Android を OS として搭載した携帯端末

を用いた新世代グループ活動見守りシステ
ムを開発した。先ず、マルチホップ通信を可



 

 

能とするモバイルアドホックネットワーク
を実現するために、この端末で利用可能な 
Bluetooth 通信用の API を作成し、見守り
用携帯端末の開発環境を整えた。次に、モバ
イルアドホックネットワークで生成された
見守り情報を収集するために、無線 LAN 機能
を持つパソコンで構成された無線メッシュ
ネットワークを構築した。 
Android携帯端末で構成するモバイルアド

ホックネットワークとパソコンで構成する無
線メッシュネットワークを用いた新世代グル
ープ活動見守りシステムの実現性を確認する
ために、大学構内でフィールド実験を実施し
評価した。本システムについては、2010年10
月のネットワークソフトウェア研究会、2011
年1月のアドホックネットワーク研究会、2011
年6月の自律分散システム国際会議ISADS2011
、2012年1月のアドホックネットワーク研究会
で口頭発表および技術展示を行うとともに、
７つの展示会で紹介した。 
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